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いては最初に各参加者に 200 円（10 円玉 20 枚）が配布さ
れ、参加者はその中からいくらかを寄付するように教示さ
れた。寄付金は 0 円から 200 円までの間であり、10 円単
位で寄付を行うことができた。実験者は参加者から集め
た寄付金を 2 倍にし、参加者に等しく還付した（10 円未
満の端数が生じた場合は、端数分は繰り上げて計算）。例
えば、4 名の寄付金総額が 320 円であれば、その倍である
640 円を 4 等分し、160 円ずつが還付される（Fig. 1 参照）。
また寄付しなかったお金は、そのまま参加者のものとなっ
た。Fig. 1 の A さんは 30 円しか寄付しなかったため、還
















性 15 名、合計 22 名、18 ～ 22 歳、平均年齢 20.28 歳）、お
よび植物と接触する植物条件（男性 8 名、女性 10 名、合




























































実験参加者 4 名（欠員が出た場合は 3 名）が 1 グループ





プに 4 名ずつの参加を見込んでいたが、当日に 4 グループ

























ができた。一方、B さんは 110 円寄付しているため、獲得























5 段階で評定した。一般的信頼尺度は信頼尺度 16,18) の下位
尺度であり（6 項目）、7 段階で評定した。他の参加者の印













Fig. 1. 公共財ゲームの手続き 


















公共財ゲームを実施した各グループ（A ～ K グループ）




Fig 3.　各グループにおける平均寄付額（円）。各試行における最高額は 200 円である。
寄付額の条件間比較
Fig. 4 に条件ごとの平均寄付額を示す。第 1 ～ 5 試行
はベースラインであり、第 6 ～ 10 試行にはイヌもしく
は植物が入れられている。条件（イヌ・植物）×試行
（1 ～ 10 試行）の分散分析を実施したところ、試行の主
効果が有意であった（F(9,342）=37.70, p<.01）。多重比
較（Shaffer 法）を実施した結果、第 2 試行の寄付額より
3
Fig. 4. ᮲௳䛤䛸のᖹᆒᐤ௜㢠（෇）䚹ྛ試行䛻䛚䛡䜛᭱㧗㢠は 200෇䛷䛒䜛䚹䜶䝷ー䝞ーはᶆ‽೫
ᕪ䜢♧䛩䚹





































Fig. 4. ᮲௳䛤䛸のᖹᆒᐤ௜㢠（෇）䚹ྛ試行䛻䛚䛡䜛᭱㧗㢠は 200෇䛷䛒䜛䚹䜶䝷ー䝞ーはᶆ‽೫
ᕪ䜢♧䛩䚹







































p<.05）。多重比較の結果、1 回目よりも 2 回目の印象評定
値が低くなる傾向があった（p<.05）。
Table 4. 他の参加者の印象評定の平均値（6 段階評定）
および標準偏差（括弧内に表示）
条件 1 回目 2 回目 3 回目
イヌ 4.34 (0.65) 4.17 (0.74) 4.31 (0.83)







  条件 1 回目の評定値 2 回目の評定値 3 回目の評定値
イヌ 前半寄付額 -.02 -.10 -.16
後半寄付額 .26 .28 .30
植物 前半寄付額 .02 .20 .38





出したところ、イヌ条件では 54.5%（22 名中 12 名）、植物
条件では 50.0%（18 名中 9 名）であった。χ 2 検定を実施
した結果、条件間に人数の有意な偏りは認められなかった






有 (n=21) 31.33 (11.87) 27.25 (14.98)









Table 1 に示す。t 検定を実施した結果、どの項目におい
ても有意差が認められた（評価：t(38)=3.35, p<.005; 力
量：t(38)=5.52, p<.001; 活 動：t(38)=6.30, p<.001; 触 感：
t(38)=3.22,p<.005）。イヌは、植物と比べて、より好ましく、
力は弱いが、活動的で手触りの良いイメージであった。
Table 1. イメージ評定の平均値（5 段階評価で中間は 3
点）および標準偏差（括弧内に表示）
条件 評価 力量 活動 感触
イヌ 4.59（0.54） 2.28（0.63） 3.93（0.85） 4.39（0.65）











イヌ 28.09 (5.77) 24.05 (4.85)







自尊感情得点 一般的信頼得点 自尊感情得点 一般的信頼得点
前半寄付額 -.23 .10 -.20 -.05
後半寄付額 -.39 .03 -.21 -.08
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Abstract
It is known that social interactions among people are activated by animal assisted intervention (AAI). 
Previous studies have reported that positive social interactions increased with interventions using dogs, 
however, few studies have examined this effect under controlled conditions.  In this research, the public 
goods game was used as the task for examining social interactions.  The public goods game with 10 
trials was conducted with 3 to 4 participants.  As a Result of the experiment, the amount of donation 
(cooperative behavior) decreased in the second half of the game in the dog condition, while it did not 
decrease in the plant (control) condition.  The donation amount in the second half of the game showed a 
positive correlation with the impression evaluation value for the game partners in the plant condition, but 
no correlation was found in the dog condition.  It was considered that in the dog condition the cognitive 
load was reduced by the contact with the dog, which enabled the participants to make more strategic 
decisions.
Key words: animal assisted intervention , pet dog, public goods game
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